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1 はじめに
近年, 通信デバイスの普及に伴いデータトラフィック

量が急増している. 多くのデータトラフィックが集中す
ることで通信品質の低下を引き起こすことがある. この
課題に対して複数のアクセスポイント (AP)にデータを
分散させることで負荷を軽減するデータオフロードが
有効である. データオフロードの効率化を図る方法と
してユーザの分布に応じて APを移動させる適応可動
AP(adaptive moving access point: AMAP) 方式が提
案されている [1]. しかし, ユーザの位置情報を取得する
のに時間がかかり, 取得し終えた時にはユーザの位置と
実際のユーザの位置にずれが生じる.

本研究では, AMAP方式を適用したワイヤレスシス
テムにおいて, APがユーザの位置情報の取得にかかる
時間と平均送信電力の関係について検討をする.

2 通信環境
図 1に本研究で検討する通信環境を示す. AMAP方

式適用時のユーザとAPの配置を図 1の左に示す. ユー
ザの初期位置はD ×D[m2]の領域内に一様分布に従っ
て決定する. 各 APは D

2 × D
2 [m

2]の各領域の中心を初
期位置とし, ユーザの分布に応じて適応的に移動する.

ユーザに移動特性を与えるにあたって図 1の右のよう
に一辺の長さを D

2n (nは整数)とした移動セル (motion

cell)を定義する. 各ユーザは次のように移動する. まず
初期位置を始点として, 次に進む向きを移動セルの 4つ
の辺の中からランダムに 1つ選び決める．その辺上の 1

点を一様分布に従って決定し, その点を終点とする. こ
の終点は次の移動の始点となり, 同様の動作が繰り返さ
れてユーザに移動特性が与えられる [2]. 各ユーザの移
動速度は, 最初の移動セル内での滞在時間を対数正規分
布で与え, 距離を滞在時間で除算することで得られる.
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図 1 通信環境

m番APと交信する k番ユーザの送信機をTxk,m(k =

4, 5, 6, · · · ,K : K は総ユーザ数)(m = 1, 2, · · · , 4)とす
ると, Txk,mは複素メッセージシンボルを系列長Lの拡
散系列でDS(direct-sequence)変調した信号をm番AP

に送信する. Txk,mがm番APに送信する信号を Sk,m,

m番 APが Txk,m から受信する信号を S′
k,m とすると,

S′
k,m =

√
d−γ
k,mSk,m と減衰して届く. ここで, dk,m は

Txk,mとm番 APの距離, γは距離減衰定数である. m

番 AP は受信した信号を DS復調することによりメッ
セージシンボルを得ることができる.

3 性能評価
図 1において D = 200m, 移動セルの 1辺の長さを

20m(n = 5)として, APがユーザの位置情報取得にかか
る時間 Tg[s]と平均送信電力の関係を確認した. 通信方
式は DS-CDMA(DS code-division multiple access)方
式を用い, 系列長 L = 31, 距離減衰定数 γ = 3とした.

距離 dk,m[m] 離れた位置で受信電力が基準値になるよ
うに送信電力制御を行った. 図 2に通信時間を 30[s], 総
ユーザ数を 4, 8, 16, 32として比較した結果を示す.
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図 2 平均送信電力と Tg[s]の関係

図 2より, 総ユーザ数が 4, 8のときには Tg が小さい
と送信電力を削減することができた. しかし総ユーザ
数が 16, 32のときには平均送信電力に変化は見られな
かった. これは, AMAP方式を適用しても, 総ユーザ数
が多くなると APがあまり移動しなくなるためである
と考えられる.

4 まとめ
本研究では, AMAP方式を適用したワイヤレスシス

テムにおいてユーザの位置情報の取得にかかる時間と
平均送信電力の関係について確認した. ユーザの初期
位置を 200m× 200mの領域内にランダムに配置した場
合, 総ユーザ数が増えると平均送信電力に変化が生じな
くなることが確認できた.
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